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概要概要

このドキュメントでは、CephFS バックエンドを使用する OpenStack 共有ファイルシステムサー
ビスのテストデプロイメントについて説明します。このデプロイメントで使用されるバックエンド
は、manila.share.drivers.cephfs.cephfs_native ドライバーによって有効になります。 Red Hat
CephFS 統合は現在、テクノロジープレビューとして利用できるため、このデプロイメントは本番
環境では使用しないでください。テクノロジープレビューの詳細については、次を参照してくださ
い。
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris
Wright のメッセージ をご覧ください。

多様性を受け入れるオープンソースの強化多様性を受け入れるオープンソースの強化
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第1章 はじめに

重要重要

ネイティブの CephFS プロトコルを介した Red Hat Ceph ファイルシステム (CephFS)
の使用は テクノロジープレビューテクノロジープレビュー としてのみ利用できるため、Red Hat では完全にはサ
ポートされていません。このドキュメントで説明されているデプロイメントシナリオ
は、テスト目的でのみ使用する必要があり、運用環境にはデプロイしないでください。

テクノロジープレビュー機能についての詳しい情報は、対象範囲の詳細 を参照してくだ
さい。

注記注記

Red Hat は、NFS を介した CephFS の使用をサポートしています。詳細については、共
有ファイルシステムサービスのための NFS を介した CephFS バックエンドガイド を参
照してください。

OpenStack Shared File Systems サービス (manila) により、複数のコンピュートインスタンスで消費可
能な共有ファイルシステムをプロビジョニングすることができます。

このリリースには、Red Hat CephFS に必要なドライバー (つまり 
manila.share.drivers.cephfs.cephfs_native.CephFSNativeDriver) のテクノロジープレビューが含ま
れています。このドライバーにより、共有ファイルシステムサービスは CephFS をバックエンドとして
使用できるようになります。

Shared File Systems のバックエンドを設定する場合には、director を使用する方法を推奨します。その
ためには、カスタム環境ファイルカスタム環境ファイル を作成する必要があります。

今回のリリースでは、Director は CephFS バックエンドを使用して共有ファイルシステムをオーバーク
ラウドにデプロイできるようになりました。このドキュメントでは、その方法について説明します。

Red Hat OpenStack Platform 13 Shared File Systems サービスのサービスの CephFS バックエンドガイドバックエンドガイド
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第2章 要件

前提条件前提条件

Ceph バックエンドが統合された既存の Red Hat OpenStack Platform 環境。詳しい情報は、ココ
ンテナー化されたンテナー化された Red Hat Ceph でのオーバークラウドのデプロイでのオーバークラウドのデプロイ を参照してください。

デフォルトの動作である、コントローラーノードにインストールされた共有ファイルシステム
サービス。

共有ファイルシステムサービスの唯一のバックエンドとして、Ceph ファイルシステムの 1 つの
インスタンスのみを使用する予定です。

2.1. 制限と制約

関連するコンポーネントの現在の状態を考えると、このドキュメントのテストシナリオには次の制限と
制約があります。

信頼されていないインスタンスユーザーは、Ceph ストレージクラスターのパブリックネット
ワークに直接アクセスできるため、Ceph ストレージクラスターにセキュリティーリスクをも
たらします。使用しているクラスターが本番環境から隔離されていること、および信頼できる
ユーザーのみがテスト環境にアクセスできることを確認してください。

このリリースでは、共有への 読み取り読み取り/書き込み書き込み アクセスのみが許可されます。

第第2章章 要件要件
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第3章 環境ファイルの編集
環境ファイルには、定義するバックエンド設定が含まれています。また、共有ファイルシステムサービ
スのデプロイメントに関連するその他の設定も含まれています。環境ファイルについての詳細は、オーオー
バークラウドの高度なカスタマイズバークラウドの高度なカスタマイズの 環境ファイル を参照してください。

このリリースには、CephFS バックエンドを定義するための統合環境ファイルが含まれています。この
ファイルは、アンダークラウドノードの以下のパスにあります。

/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/manila-cephfsnative-config.yaml

このファイルは、共有ファイルシステムサービスをデプロイするためのデフォルト設定を提供します。

環境に必要な設定を含む環境ファイル (~/templates/manila-cephfsnative-config.yaml) を作成しま
す。次のスニペットは、共有ファイルシステムサービスをデプロイするときに Director が使用するデ
フォルト値を示しています。

/home/stack/templates/manila-cephfsnative-config.yaml

parameter_defaults: # 1
  ManilaCephFSNativeBackendName: cephfsnative
  ManilaCephFSNativeDriverHandlesShareServers: false # 2
  ManilaCephFSNativeCephFSConfPath: '/etc/ceph/ceph.conf' # 3
  ManilaCephFSNativeCephFSAuthId: 'manila' # 4
  ManilaCephFSNativeCephFSClusterName: 'ceph'
  ManilaCephFSNativeCephFSEnableSnapshots: true

parameter_defaults ヘッダーは、設定の開始を示します。具体的には、resource_registry に設
定されているデフォルト値をオーバーライドできます。これには、CephFS バックエンドのデフォ
ルトを設定する OS::Tripleo::Services::ManilaBackendCephFs で定義した値も含まれます。

ManilaCephFSNativeDriverHandlesShareServers を false に設定すると、ドライバーは共有
サーバーのライフサイクルを処理しません。

ManilaCephFSNativeCephFSConfPath: Ceph クラスターの設定ファイルへのパスを設定しま
す。

ManilaCephFSNativeCephFSAuthId: Director が共有アクセス用に作成する Ceph 認証 ID です。

Red Hat OpenStack Platform 13 Shared File Systems サービスのサービスの CephFS バックエンドガイドバックエンドガイド
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第4章 CEPHFS バックエンドを使用して共有ファイルシステム
サービスをデプロイする

/home/stack/templates/manila-cephfsnative-config.yaml を作成したら、アンダークラウドに stack
ユーザーとしてログインします。次に、以下の環境ファイルを含めて、CephFS バックエンドを使用し
て共有ファイルシステムサービスをデプロイします。

/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/ceph-mds.yaml -
CephFS バックエンドを使用する場合に共有ファイルシステムサービスに必要な Ceph MDS を
有効にします。

/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/manila-cephfsnative-
config.yaml - Ceph クラスターをデプロイします。

/home/stack/templates/manila-cephfsnative-config.yaml - 3章環境ファイルの編集 で以前に
作成され、/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/manila-
cephfsnative-config.yaml で設定されたデフォルトをオーバーライドする設定が含まれていま
す。

たとえば、OpenStack と Ceph の設定が /home/stack/templates/storage-environment.yaml で定義さ
れている場合は、次を実行します。

$ openstack overcloud deploy --templates \
   -e /home/stack/templates/storage-environment.yaml \
   -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/manila-cephfsnative-config.yaml \
   -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/ceph-mds.yaml \
   -e /home/stack/templates/manila-cephfsnative-config.yaml \

重要重要

オーバークラウドの作成時に追加の環境ファイルを渡した場合には、予定外の変更が
オーバークラウドに加えられないように、ここで -e オプションを使用して環境ファイル
を再度渡します。詳細は、director のインストールと使用方法のインストールと使用方法ガイドの オーバークラウ
ド環境の変更 を参照してください。

第第4章章 CEPHFS バックエンドを使用して共有ファイルシステムサービスをデプロイするバックエンドを使用して共有ファイルシステムサービスをデプロイする
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